
　急流の鉄橋を渡る電車の音が聞こえて
きそうだ。新緑の山、青空と雲、水流それ
ぞれの色彩コントラストも素晴らしい。スケ
ール感にも動感にもあふれた、稀に見る
風景写真だ。
　自然と人間のエネルギーの交差を捉え
た写真と言ってもいい。縦位置で余分な
要素を省き、的確に狙いを描出した画面
構成が際立っている。

「急流を渡る」
 水島 脩行さん
 撮影地：長野県小谷村

　｢電源地域 ｣という限られたエリアの中でこれほど美しい風景が撮影できるという
ことは、日本の自然環境がいかに恵まれているかの証左でもあるだろう。
　このコンテストの意義をよく理解して応募された方々の努力も感じられた。
　質の高い写真作品が数多く最終審査まで残ったことも、4回目を迎えて応募の裾
野が広がってきたことを裏付けていると思う。
　人を含む生き物や自然環境が共に健やかに在るという有難さを感じつつ、豊かな
自然と文化にあふれたこの国に住むことの幸せを、写真でもう一度見つめなおしてみよう。
　そこに｢電気のふるさと｣という、いままで気付かなかった大切なものが、自然や風景や暮らしなどを通して
見えてくるに違いないから。

総評

「晩秋の観音沼」
 住 由子さん
 撮影地域：福島県下郷町

　穏やかに暮れなずむ棚田の景色に、日本の原
風景を見る思い。
　太陽が山の端に隠れたところを狙ったのと薄曇
りの気象が幸いして、コントラストが高くなりすぎず
にしっとりとした山里の空気感が再現できた。
　安定した構図のうまさ、暗部がつぶれない露出設
定など、作者の撮影技術も成功を支えたといえる。

「悠久の大地」
 中村 昭夫さん
 撮影地域：三重県熊野市

　実に見事な風景写真。地上の実景と水面への
映り込みの両方で、秋の雑木林の美しさを表現
し、深いピントで描写された木立の繊細さにも飽き
させない魅力がある。
　ただ惜しむらくは画面上下のバランスが拮抗し
て、やや単調に感じられること。幻想的な水面部
分をもう少し多くとり入れたらさらに良くなった。
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